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昭和56年 4 月15日 

印刷 繍佐々木印刷工業 

	

市 の 人 口 
	

男 25,681人 
	

世 帯 数 	14, 514 

	

53,‘叱9人 
	

女 27,388人 
	

（昭和56年 4 月1日現在）住民基本台帳から 

“入学おめでと う” 

黄色 い安全帽贈 る 

  

「車に気をつけ、元気で学校へ」 

春の全国交通安全運動 2日目の 4 月7日、市立栄小

学校（一戸敏校長）の新一年生 128人に交通安全の黄

色い帽子が贈られました。 

市が新入生の交通安全を願って毎年贈り続けている

もので、今年は18校、約 810人の一年生と、児童館、 

保育所（園）児たちにも贈られました。 

この日は、鈴木教育長をはじめ、五所川原警察署、 

交通安全協会等の関係者がそろって同校を訪れ、 「国

道沿いでとくに車の交通が激しいので、車には十分気

をつけ、元気で学校に通って下さい」 と励まし、新一

年生一人一人に黄色い帽子をかぶせてやりました。 

（写真=4月7日、市立栄小学校で） 
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地域ぐるみ 

追放しよう 

家庭ぐるみで

暴走族を 

ロ
車
の
高
さ
が
普
通
の
車
両

よ
り
低
い
 

ロ
幅
の
広
い
タ
イ
ヤ
を
付
け

て
い
る
 

ロ
車
の
後
部
に
ス
ポ
イ
ラ

ー
 

（
羽根
）
を
取
り
付
け
て
い
る

ロ
ミ
ラ
ー
が
ド
ア
に
付
い
て

い
る
 

ロ
ス
テ
ッ
カ
ー
を
は
っ
て
い
 

る
 こ

の
よ
う
な
車
を
見
か
け
た

ら
ナ
ン
バ
ー
を
五
所
川
原
警
察

署
（
廿
⑩
二
一
四
一
番
）
へ
ご

連
絡
下
さ
い
。
 

暴
走
族
を
追
放
す
る
た
め
に

は
、
警
察
の
強
力
な
取
り
締
ま

り
だ
け
で
な
く
家
庭
、
学
校
、
 

職
場
な
ど
で
も

「
暴
走
を
し
な
 

い
、
さ
せ
な
い
、
見
に
行
か
な

い
」
 
の
“三
な
い
運
動
〈
を
徹

底
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
暴
走
族

対
策
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
 

ま
た
、
暴
走
行
為
を
し
た
少

年
に

つ
い
て
は
、
警
察
・
保
護

者
・
学
校
な
ど
関
係
者
が

一
体

に
な
っ
て
指
導
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
 

特
に
家
庭
で
は
、
家
族
の
中

か
ら
暴
走
族
を
出
さ
な
い
よ
う
 

早
応
 」
七
」
 
」」b」・
」
川
J
ハ
ソ
 
土
寸
 
鵬
以
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墓地の購入者を募集 
長者森平和公園 

市都市計画課では、 「長者森平和公園墓地」 の

購入者を募集しています。 

ロ募集区画 	130区画 

ロ墓地面積 	1区画 5m' 

ロ永代使用料 	110,000円 

ロ管 理 料 	3,000円（年間） 

ロ受 付 け 

常時受付けしています。 

申し込みと同時に、永代使用料と管理料を納付 

していただきます。 

ロお問い合わせ 

詳しくは、市都市計画課（廿⑩2 1 11番・内 

線 233番）へお間い合わせ下さい。 

の 

境
内
等
に
ぼ
ん
ぼ
り
 

警
察
で
は
、
暴
走
族
の
壊
滅
の
た
め

「暴
走
 
て
い
ま
す
。
 

族
検
挙
現
地
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
暴
走
 
市
民
の
み

な
さ
ん
、
ま
ず
自
分
の
家
庭
か
ら
 

族
は
全
員
逮
捕
す
る
と
い
う
強
い
姿
勢
で
取
 
こ
の
よ
う
な
暴
走
族
や
投
石
す
る
よ
う
な
若
 

り
締
ま
り
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
 

者
を
出
さ
な
い
よ
う
、
未
成
年
者
の
夜
間
の
 

こ
れ
ま
で
、
暴
走
や
投
石
行
為
な
ど
で
五
所
 
外
出
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。
 

川
原
警
察
署
に

三
十
人
の
若
者
が
逮
捕
さ
れ
 

（
五
所川
原
警
察
署
）
 

市
民
ぐ
る
み
で
暴
走
車
の
監
視
を
 

市
観
光
協
会

（
三上
理
会
長
）
で
は
、
花
見
会
を
元
町

八
幡
宮
境
内
、
柳
町
公
園
付
近
で
利
用
す
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
 

境
内
等
に
ぼ
ん
ぼ
り
を
取
り
付
け
し
、
夜
桜
を
楽
し
め

る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。
 

五
月
四
日

（月
）
（雨
天
等
の
場
合
は
日
延
べ
）
に
は
、
 

津
軽
民
謡
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
飲
食
後
の
食
べ
が
ら
は
各
自
持
ち
帰
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
 

花
見
会
を
ど

う
ぞ
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に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
 

警
察
庁
の
調
査
に

よ
り
ま
す

と
、
息
子
が

暴
走
族
で
あ
る
こ

と
を
知
ら
な
い

親
が
六
割
余
り

も
い

る
と
い
う

こ
と
で
す
。
 

お
子
さ
ん
を

暴
走
族
に
し

な

い
た
め
に
、

そ
し

て
非
行
に

走

ら
せ
な
い

た
め
に
、

ご
家
庭
で

は
次

の
よ
う
な
点
に

十
分
気
を

つ
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
 

▽
安
易
な
車

の
与
え
方
を

し
な

い
こ
と
。
ま
た
、

車
の
使
用
に
 

つ
い
て
も
よ

く
子
供
と
話
し
合

う
こ

と
。
 オ
ー
ト

バ
イ
で
す
と
、
 

ひ
と
夏

の
ア
ル
バ
イ
ト

で
買
え

る
こ
と
な
ど

か
ら
、
親
に
相
談

な
し
に

購
入
し

た
り
し

ま
す
。
 

ま
た
、

友
達
の
車
を

借
り
て
無

免
許
で

暴
走
族
に

加
わ
っ

て
い

る
例
も
見
ら
れ

ま
す
。
 

▽
ド
ラ
イ
バ

ー
と
し

て
の
責

任

と
自
覚
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
こ

と
。
他
人

へ
の
迷
惑
を
か

え
り

み
な
い

行
動
の
裏
に

は
、
社
会
 

に
対
す
る
“

甘
え
〈
が
見
ら
れ

ま
す
。

十
代
と
い
え
ど

も
、

ひ

と
た
び

ハ
ン
ド

ル
を
握
れ
ば
、
 

社
会

人
と
し

て
の
自
覚
が
欲
し

い
も
の
。
家
庭
で

の
し

つ
け
が

大
切
で
す
。
 

▽
車
を
利
用
す
る
時

間
帯
に

つ

い
て
、
話
し

Aロ
っ
て
お
く
こ
と
。
 

子
供
と
よ
く
話

し
合

い
、
深
夜

の
走
行
な
ど

は
や
め
さ

せ
ま
し

ょ
・フ
。
 

サ
イ
ク
ル

・
ス
ポ
ー
ツ
 

ロ
募
集
期
限
 

四
月
三
十

日
ま
で
 

ロ
応
募
資

格
 

小
学
校
四

年
生
以
上
の

男
子
。
 
（
二
十
 

四
イ
ン

チ
以
上

の
ッ

ァ
ー
車
を

有
す
る

こ
と
）
 

ロ
申
込
み

先
 

最
寄
り

の
自
転
車

店
及
び
市
教
育
委
員
 

会

・
保
健
体
育
課
 

「
お
早
よ
う
サ

イ
ク
リ
ン
グ

」
 
ス
タ
ー
ト
 

五
月
か

ら
九
月
ま
で
、
毎
月
第

一
日
曜
日
の

朝
行

い
ま
 

す
。
 
（
午
前
六
時
、
市
庁
舎
前
お

祭
り
広
場
に

集
合
、

毎
 

回
変
化
の
あ
る
楽
し

い
コ
ー
ス
を

走
り

ま
す
）
 

少
年
団

員
を

募
集
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広報ごしょがわら 
	

昭和56年（1981年） 4月15日（493号） 

昭和56年度 

市特別保証融資制度のご案内 
五 所 ”~ 原 市

五所川原商工会議所 

名 	称 

五所川原市中小企業不況対策
資金特別保証融資 

五所川原市中小企業近代化資
金特別保証融資 

⑧ 制 度 ⑩ 制 度 

融 資 総額 4 億 5千万円 2億 5千万円 

取扱金融機関 

青森銀行、みちのく銀行、津
軽信用金庫、東奥信用金庫、 
青森県信用組合、各支店、北
奥羽信用金庫七和支店（代理
貸しを含む） 

左に同じ 

融 資 対 象 

市内に主な事業所を有し、1 
年以上継続して同一事業を営
む中小企業者で、中小企業信
用保険法の適用をうける業種 

左記のほか、企業の近代化と
経営の安定のための長期資金
を必要とする方 

融
 

資
 
条
 

件
 

金
 
の

途
資
使
 

運転資金 運転資金、設備資金 

保証料 保証料 年利率0.95% 左に同じ 

融資額 1企業にっき500万円以内 1企業にっき 1,000万円以内 

融資期間 
お よ び 
返済方法 

5年以内 
割賦または一時払 

7年以内、原則として割賦返
済（設備資金にっいては 6 カ
月以内の据置を含む） 

保
お
担
 
証
よ
 
人
び

保
 

保証人は 1人以上 
担保 必要に応じて徴収 

左に同じ 

申込受付期問 
昭和56年 4 月1日から
昭和57年 3月31日まで 

左に同じ 

申
お
手
 
込
よ

続
 
先
びき

 

申込先 各金融機関 
信用保証協会 
商工会議所

提出書類 申込書一部 

左に同じ 

備 	考 

ご利用できない業種 
農林漁業 
飲食業 
金融、保険、土地売買 

左に同じ 

会社を退職した方 
サラリーマンを途中でやめたら、必ず国民年金

に加入しなければなりません。 

やめてそのままにしますと、将来、年金は全く

もらえません。 また、給料から取られていた厚生

年金も無駄になります。 

国民年金に加入しますと、今まで加入していた

厚生年金などとつながり、将来、それぞれの加入

期間に応じた通算老齢年金が受けられます。 

サラリーマンをやめたらすぐ市社会課・国民年

金係で加入の手続きをして下さい。 

その時、奥さんがまだ国民年金に加入していな

ければ、同時に手続きをして下さい。 

国民年金に加入を 

,
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〇当目午後I時30分から 3 時ま

石油前 

 

「
胆
の
う
疾
患
」
に
つ
い
て
 

 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ふ
「
み
ん
な
の
健
康
教
室
」
 
か次
 

の
日
程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

お
気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ
ー

マ
は
、「
胆
の
う
疾
患
」
に
つ
い
て
で
す
。
 

ロ
と
き
 
四
月
二
十
四
目
（
金
）
午
後
．
時
か
ら
 

一
」
」ジ
鯵
慧

競

市民
保
健
協
議
会
 

．
 
年

問
を
と
お
し
て
聴
講
さ
れ
た
方
に
、
修
了
証
と
記
念
 

．
 
品
を
差
し
上
げ
ま
す
c
 

《
 
み
ん
な
の
健
康
教
室
 み

ん
な
の健
康
教又
 ?，ノ

 

本
 m

 
‘
ム
 

で
 

街頭献血のご案内 

移動採血車「青い鳥号」が次の日程で街頭献血 

キ行います。 

みなさんのご協力をお願いします。 

ロとき・ところ 

05 月1日（釘〇午前10時30分から正午まで、敷 

島分院前 

昭
和
五
十
六
年
度

の
計
量
器
の
定
期
検

査
が
次
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
す
。
 

商
店
、
農
業
経
営

な
ど
で
計
量
器
を
使

用
し
て
い
る
方
は
、
 

年
一
回
の
定
期
検
査

を
必
ず
受
け
て
下
さ
 

ロ
検
査
当
日
は
、
 

通
知
書

（
は
が
き
）
、
 

印
鑑
、
検
査
料
を
ご

持
参
下
さ
い
。
 

ロ
検
査
を
受
け
な

い
は
か
り
は
、
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
 

ロ
通
知
書
の
期
日
 

に
検
査
を
受
け
ら
れ
な
い
方
は
、
 

他
の
場
所
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

ロ
期
間
中
に
検
査
を
受
け
な

！い
と
県
計
量
検
定
所

（
青森
市
 

）
で
受
検
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
 

昨
年
九
月
に
中
小
企
業
等
協

同
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
中
小
企
業
等
協
同
組
合

法
と
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に

関
す
る
法
律
に
基
づ

い
て
設
立

さ
れ
た
組
合
の
う
ち
、
休
眠
組

合
の
一
括
整
理
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

一
括
整
理

の
対
象
と
な
る
組
合
は
、
昭
和
 
 

せ
ん
。
 

ロ
検
査
料
は
、
昨
年
度
と
同

じ
で
す
。
 

▽
台
手
動
は
か
り
二
百
四
十
 

四
十
六
年
十
月
一
日
以
前
に
成

立
し
た
組
合
で
、
昭
和
五
十
六

年
十
月
一
日
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
十
年
の
間
に

一
度
も
登
記
を

し
て
い
な
い
組
合
で
す
。
 

こ
の
条
件
に
該
当
す
る
組
合

は
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
一
日

を
も
っ
て
解
散
し
た
も
の
と
み

な
さ
れ
、
登
記
簿
か
ら
扶
消
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 
 

円
ー
五
百
七
十
円
▽
指
示
は
か

り
百
円
ー
三
百
七
十
円
▽
手
動

指
示
百
三
十
円
▽
直
線
目
盛
六

十
円
▽
等
比
皿
手
動
百
五
十
円
 

組
合
は
、
 

 
成
立
時
に
必
要
事

項
を
登
記
し
、
そ
の
後
、
そ
の

登
記
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
 一
定
の
期
間
内
に
変

更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

代
表
理
事
も
同
じ
人
が
再
選
さ

れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
変
更

の
登
記
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
組
合
に
と
っ

て
十
年
間
に
一
度
も
変
更
登
記

の
機
会
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
 
 

▽
不
等
比
皿
手
動
二
百
九
十
円

▽
棒
は
か
り
五
十
円
ー
二
百
円

▽
光
電
式
六
百
円
▽
手
動
天
び

ん
二
百
三
十
円
ー
三
百
十
円
 

あ
り
得
ず
、
少
な
く
と
も
三
年

間
に
一
度
は
必
ず
変
更
登
記
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

あ
な
た
の
組
合
が
、
も
し
、
 

変
更
登
記
を
忘
れ
て
い
た
な
ら

ば
、
 一
日
も
早
く
変
更
登
記
を

行
う
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

詳
細
を
知
り
た
い
方
は
、
青

森
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

（
 

云
〇
一
七
七
⑩
二
三
二
五
番
）
 

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

計量器Iはかり）の定期検査 休
眠
組
合
の
一
括
整
理
で
ご
注
意
 

期 	日 時 	間 場 	所 

A に 蒼昌毒舞郵ご誓雄ー嘉篇一事井需議愚“ 

対象地区 

5 月 6 口（水） 10時30 4-から12時まで 
市 	役 	所 
毘 沙門 支所 毘沙門地区 

5 月 6 日（加 13 時から 15 時まで 
市 	役 	所 
飯 詰 支 所 飯詰地区 

5 月 7 日（村 10 時から 15 時まで 
市 	農 	協 
三 好 支 所 三好地区 

5 月 8 日（釘 10時から11時30分まで 
一
 一
 
一
 

こ
、
『
ノ

コセ
 
ュ

タ
 

テ中
 
イ

H
  

中川地区 

5 月 8 日国 13 時から 15 時まで 
松島村第 ・農
業協同組合 

松島地区
松島町 

5 月11日（月） 10時から11時30分まで 
「有 	農 	協 
栄 	支 	所 栄 地 区 

5 月11日（月） 13時から14時30分まで 
ル
又
 

市
梅
 
所

所
 

沢
 
支
 

梅沢地区 

5 月12日因 10時から11時30分まで 
市 	役 	所 
長 橋 支 所 長橋地区 

5 月12日因 13 時から 15 時まで 
市 	役 	所 
七 和 支 所 七和地区 

5 月13日（加 10時から15時30分まで 市民文化会館 
南小学区 

（除く大町） 

5 月14日（わ ク 	 ク ク ク 

5 月15日（釘 ク 	 ク 
上
中
 
平
集
 
井
所
 

央
 
会
 

 

Ii小学区
と 大 町 

5 月16日(l ク 	 ク ク ク 

《
 

【
 



*
 

集
 

募
 

「
農
地
移
動
適
正

化
あ
っ

せ

ん
事
業

」
で
農
地
を

買

い
た
い

方
、

ま
た
は

借
り
た
い

方
は
、
 

「
あ
っ
せ
ん
譲

り
受
け
等

候
補

者
名
簿
」
 
に登
載
さ
れ

て
い
な

け
れ
ば
、

あ
っ

せ
ん
事
業

の
適

用
を
受
け
ら
れ

ま
せ
ん

の
で
、
 

現
在
、

あ
る
い
は
将
来
、

農
地

を
買
い
、

ま
た
は
借
り
て
経

営

規
模
を
拡
大
す
る
計

画
の
あ
る

方
は
、

四
月
三
十
日

ま
で

に
市

農
業
委
員
会

へ
届
け
出
を
し

て
 

通
 ②

同
一
世

帯
内
の
資

産
証
明
 

書
各
一
通
 

ロ
あ
っ

せ
ん
事
業
 

ト
さ

い
。
 

農
地
を

手
放
す
農
家

と
、
規

ロ
持
参
す
る
関

係
書

類
 

模
の
拡
大
を

は
か
り
自
立
経
営

①
登

録
者

の
住
民
票

抄
本

一
 
を

目
指
す
農
家

と
の
間
に

農
業
 

農
地
を

買
い
た
い
、
借
り
た

い
方
 

三
十
日
ま
で
届
け
出
を
 

委
員
会
が

入
り
、
農
地

の
売
買
 

・

賃
貸
借
の
あ
っ

せ
ん
を
行
う
 

事
業
で

す
。
 

ロ
あ
っ

せ
ん
の
対
象
と
な
ら
 

な
い
も
の
 

①
売

り
渡
し

ま
た
は

貸
し
付

け
の
相
手
方
を

指
定
し

て
あ
っ

せ
ん
を

申
し
出

た
場
合
。
 

②
不

動
産
業

者
が

介
入
し

て
、
 

す
で

に
取
り
引
き
が

行
な
わ
れ

て
い
る
も
の
。
 

③
当
事
者
の
売
買

契
約
が

成

立
し

て
い
て
手

付
け
金
が

支
払

わ
れ
て
い
た
も

の
。
 

詳
し

く
は
、

市
農
業
委
員
会

へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ

い
。
 

⑤ （第 3種郵便物認可） 
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「くらしと趣味の教室」受講者募集 
市勤労青少年ホ ムでは、次の日程で 

「くらしと趣味の教室」を開きます。 

ふるってご応募下さい。 

ロ受講資格 市内に住所、または勤

務先を有する15歳以上 

30歳までの勤労青少年。 

（申し込みと同時に会

員登録をして下さい） 

以前に受講された方で

も結構です。 

ロ受 講 料 無料です。（ただし材料 

費は本人負担です） 

ロ申し込み締切り 5 月 8日まで

ロ申し込み先 市勤労青少年ホーム 

(ff 36O2番） 

ロ時 	間 午後 6時30分から午後 

8時30分まで 

教 室 の 内 容 ＊ 

教 室 名 男・女 主 	目 	的 と 	 き 毎週 定員 

茶道教室 男・女 茶道の 作法 5月11日～ 7H1311 月
  

10人 

陶芸教室 ク 湯のみ等の製作 5月12日-7月14日 火 10人 

料理教室 ク 和・洋、中華風 5月12日～7月14日 火 20人 

煎茶教室 ク 煎茶の作法 5月13日～7月15日 水 10人 

ギター教室 ク クラシック中心 5月14日～ 7月16日 木 10人 

着付教室 女 一人で着れる 5 月14日～ 7月16日 木 20人 

写真教室 男‘女 現像・写し方等 5 月15日～7月17日 金 10人 

乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行い

ます。該当する赤ちゃんには、受診させるように

して下さい。 

ロ受 付 時 間 午後零時30分から 1時まで

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル

現在、病気治療中か他の医療機関で健康診査を

受けている乳幼児は、ご遠慮下さい。 

］歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

目 	齢 対 	象 と 	き と こ ろ 

3 カ月児 昭和56年 l'1 
生まれの乳児 5 月13日 市民文化 

6 カ月児 鷺'55奮10見 5月20日 会館別館 

1
6
 

歳
児
 

カ
  

に。
才
 

'<
”
ノ
 

昭
？
 
和

ま
 

4
1
 

年
の
 

1
4一
 

1
h
刀
 
ー
ー

し
 
 

S 月27日 （旧中央公民館〕 

市
内
田
町
の
村

上
純
一

さ
ん
は
四
月
四

日
、
市
教
育
振
興
会

の
基
金
に
役
立

て
て

下
さ
い
と
十
万
円
、
ま
た
社
会
福
祉
事
業

に
役
立
て

て
下
さ
い

と
十
万
円
を

そ
れ
ぞ

れ
寄
付
し
、

寺
田
市

長
に
託
し
ま
し
た
。
 

先
に
亡
く
な
っ

た
夫
人

キ
サ
さ
ん

の
香

典
返
し
で

贈
っ
た
も

の
で
す
。
 

香
典
返
し
で
村
上
さ
ん
 

ロ
 

時
 

教
育
振
興
会
等
に
 

ニ
十
万
円
寄
付
 

へ
 

！
 
査

一
 
麟
 

．
 
健の

 
児
 

幼
 

ー
 

mユ
J
 



子どもの持ち物に 

気 を つ け て 

子
ど
も

の
し

つ
け
は

親

の
責

任
で

・
・
・
 

B
B
s
運
動
は
、
友
愛
と
社

会
奉
仕
の
念
に
燃
え
る
青
年
た

ち
が
、
非
行
に
陥
っ
た
少
年
の

よ
い
友
達
、
あ
る
い
は
兄
や
姉
 

・

一
  
、
 代

わ
り
に
な
っ
て
や
り
、
や
さ

し
く
い
た
わ
り
つ
つ
、
明
る
い

方
向

へ
導
こ
う
と
す
る
、
ま
た

社
会
か
ら
非
行
を
犯
す
少
年
た
 

ち
が
で
な

い
よ
・フ
な

活
動
を
展

開
し
よ
う

と
す
る
運

動
で
す
。
 

一
 
B
B
s
 

日
ご

ろ
買
い

物

に
出
ら

れ
な
い

老
人
に

付
き

添
う
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
 
ー

運
動
は
、
 

一
法
務
省
の
 

鷲
 

少
年
た
ち
の
よ
い
友
だ
ち
に
 

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ピ
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
 

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
こ
と
は
、
す

全
国
的
に
少
年
の
非
行
が
目
立
っ
て
お
り
ま
す
。
 

べ
て
の
人
々
が
等
し
く
念
願
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

こ
れ
ま
で
の
非
行
の
低
年
齢
化
傾
向
、
遊
び
型
非
 
す
が
、

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
ひ
と
た
び
道
を

行
に
加
え
、
衝
撃
的
な
家
庭
内
暴
力
、
さ
ら
に
は
 
踏
み

外
し
た
人
た
ち
に
も
あ
た
た
か
い
手
を
差
し

中
学
生
に
よ
る
学
校
内
暴
力
が
多
発
し
て
お
り
、
 

の
べ
、
更
生
に
導
く
こ
と
が
欠
く
こ
と
の
で
き
な
 

各
方
面
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
 

い
大
切
な
こ
と
が
ら
で
す
。
 

市
で
は
、
昭

和
五
十
四
年
十

月
分
か
ら
「
排

水
施
設
使
用
料
 

」
 
の
口
座振
替

を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
 

ロ
座
振
替
を

ご
希
望
の
方
で

申
し
込
み
の
遅

れ
て
い
る
方
は

引
き
続
き
受

け

付
け
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
利

用
下
さ
い
。
 

申
し
込
み
さ

れ
る
方
は
、
利
 

用
し
て
い
る
金
融
機
関
か
市
下

水
道
課
で
手
続
き
を
し
て
下
さ
 

ロ
申
し
込
み
手
続
き
 

最
近
の

「排
水
施
設
使
用
料

領
収
書
」
、
「
預
金
通
帳
」
、
「届

出
印
」
を
お
持
ち
に
な
る
だ
け

で
す
み
ま
す
。
 

ロ
取
扱
い
指
定
金
融
機
関

青
森
銀
行
五
所
川
原
支
店
、
 

青
森
銀
行
広
田
支
店
、
津
軽
信

用
金
庫
五
所
川
原
支
店
、
東
奥

信
用
金
庫
五
所
川
原
支
店
、
み

ち
の
く
銀
行
五
所
川
原
支
店
、
 

青
森
県
信
用
組
合
五
所
川
原
支

店
、
五
所
川
原
市
農
業
協
同
組

合
本
所
、
同
栄
支
所
、
同
松
島

支
所
、
栄
村
農
業
協
同
組
合
、
 

松
島
村
第
一
農
業
協
同
組
合
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排水施設使用料の納付は 
便利な口座振替で 
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年
金
の
は
声
レ
 

その4C2 

へ
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
奥

さ
ん
や
学
生
、
ほ
か
の
年
金

制
度
か
ら
年
金
を
受
け
ら
れ

る
人
は
、
希
望
し

て
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 こ
れ

を
任
意
加
入
と
い
い
ま
す
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

な
ど
は
、
強
制
加
入
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
希
望
す
れ
ば

加
入
で
き
ま
す
。
 

そ
れ
は
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
で
、
二
十
歳

か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
日
本

国
内
に
住
所
が
あ
る
日
本
国

民
で
す
。
 

①
被
用
者
年
金
制
度
に
加
入

し
て
い
る
人
の
奥
さ
ん
 

（
い
わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
 
 

支
援
を
得
て
、
不
幸
に
し
て
罪

を
犯
し
保
護
監
察
所
、
家
庭
裁

判
所
、
児
童
相
談
所
か
ら
保
護

監
察
ケ
ー

ス
と
し
て
依
頼
さ
れ

た
少
年
を
対
象
に
、
少
年
の
更

生
を
手
助
け
す
る

こ
と
が
目
的

で
、
友
だ
ち
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
 

私
た
ち
の
ま
ち
や
ま
わ
り
に

は
、
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
少

年
や
犯
す
寸
前
の
少
年
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
 し
か
し
、
こ
の
 

ン
の
奥
さ
ん
）
 

②
昼
間
部
の
大
学
生
 

③
被
用
者
年
金
制
度
か
ら
老

齢
年
金
、
障
害
年
金
が
受

け
ら
れ
る
人
と
、
そ
の
奥

さ
ん
 

④
国
会
議
員
、
地
方
公
共
団

体
の
議
会
の
議
員
と
、
そ

の
奥
さ
ん
 

⑤
被
用
者
年
金
制
度
か
ら
遺
 

族
年
金
が
受
け
ら
れ
る
人
 

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
は
、
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
て
い
な
い
場
合
で

も
、
結
婚
期
間
は
、
通
算
年
 
 

よ
う
な
少
年
の
多
く
は
決
し
て

生
ま
れ
な
が
ら
の
悪
い
少
年
で

は
な
く
、
彼
等
の
身
近
に
や
さ

し
い
愛
情
が
な
か
っ
た
た
め
、
 

誤
っ
た
道
に
入
っ
た
ケ
ー
ス
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の
大
半
は
、
 

家
庭
内
に
問
題
が
あ
る
場
合
が

多
く
、
B
B
s
運
動
は
、
私
た

ち
青
年
が
彼
等
の
よ
い
友
だ
ち

に
な
り
、
や
さ
し
く
励
ま
し
、
 

明
る
い
方
向
へ
導
こ
う
と
す
る

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
運
動
で
す
。
 

金
に
必
要
な
期
間
と
し
て
計

算
さ
れ
る
 
「カ
ラ
期
間
」
 の

特
典
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
 
「カ
ラ
期
間
」
 
と
、
 

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
た

期
間
と
を
合
わ
せ
て
、
二
十

五
年
以
上
あ
れ
ば
、
国
民
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

し
か
し
、
任
意
加
入
し
て
 

も
、
 一
年
以
上
の
納
付
済
期

間
が
必
要
で
す
。
 

ま
た
、
 
「
カ
ラ
期
間
」
 
と

さ
れ
る
の
は
、
昭
和
三
十
六

年
四
月
以
後
の
結
婚
期
間
で
、
 

二
＋
歳
か
ら
六
十
歳
に
な
る

ま
で
の
期
間
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
 

今
、

あ
な
た

の
子
は
 

何
を
し

て
い
ま
す
か
 

五
所
川
原
地
区

B
B
s
会
で

は
、
こ
の
ほ
か
社
会
奉
仕
の
一

環
と
し
て
独
自
に
講
演
会
、
展

示
会
、
非
行
防
止
の
た
め
の
映

画
上
映
な
ど
、
地
域
住
民
と
一

体
と
な
っ
た
サ
ー
ク
ル
活
動
を

繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。
市
内
一

円
の
清
掃
奉
仕
、
施
設
の
慰
間

等
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

は
、
 
「
カ
ラ
期
間
」
 
の
特典

が
あ
り
ま
す
の
で
、
厚
生
年

金
に

一
年
以
上
加
入
し
た
期

間
が
あ
れ
ば
、
脱
退
手
当
金

を
貰
っ
て
い
な
い
限
り
、
厚

生
年
金
か
ら
も
、
通
算
老
齢

年
金
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

ご
主
人
の
年
金
を
あ
て
に

す
る
だ
け
で
な
く
、
万
一
の
 

保
障
と
、
よ
り
多
い
年
金
を

受
け
る
た
め
に
も
任
意
加
入

を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
 

現
在
、
全
国
で
約
八
割
の

奥
さ
ん
が
国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

加
入
し
て
い
な
い
奥
さ
ん
は
、
 

手
続
き
が
簡
単
で
す
か
ら
、
 

印
鑑
持
参
の
う
え
、
市
区
町
 

村
役
場
の
国

民
年
金
係
ま
で

届
は
出
て
下

さ
い
。
 

た
だ
し
、
任
意
加
入
の
場

合
は
、
夫
の
厚
生
缶
4
皿保
険

で

一
応
の
保
障
が
あ
る
か
ら
、
 

生
活
が
苦
し
く
て
も
保
険
料

を
免
除
す
る

こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
。
必
ず
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
 

そ
の
際
、
ど
う
し
て
も
納

め
ら
れ
な
い
で
滞
納
に
な
る

と
い
う
時
は
、
 一
時
、
加
入

を
休
む
と
い
う
措
置
を
し
な

け
れ
ば
、
「
カ
ラ
期
間
」
 
の
通

算
措
置
も
出
来
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
す
ぐ
に
そ
の
旨
を

伝
え
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
 

*
 
*
 
*
 

*
 

*
 
*
 
*
 *
 

国

民

年
金
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
 一

カ
月
分
が
四
千
五
百
円
で
す
が
、
 

失
業
や
収
入
が
少
な
い
な
ど
の

た
め
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
方
は
、
申
し
出
に
よ
っ
て
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

第
一
期
の
納
期
の
六
月
三
十

日
ま
で
に
手
続
き
を
す
れ
ば
、
 

今
年
の
四
月
分
か
ら
来

一
」
 年
の
三
月
分
ま
で
の
一

目
 
力

年
分
の
保
険
料
は
免

除
に
な
り
ま
す
。
 

保
険
料
が
免
除
に
な

っ
て
も
、
障
害
年
金
な

ど
は
納
め
た
人
と
同
様

の
額
を
受
け
ら
れ
ま
す

か
ら
滞
納
の
ま
ま
に

せ

ず
、
必
ず
市
社
会
課

・

国
民
年
金
係
に
印
鑑
ご

持
参
の
う
え
、
免
除
の

申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
 

た
だ
し
、
老
齢
年
金

は
、
免
除
を
受
け
た
期
 

間
だ
け
三
分
の
ー
に
減

ら
さ
れ
ま
す
の
で
、
保
険
料
を

納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
 

す
ぐ
に
追
納
し
で
下
さ
い
。
十

年
以
内
の
分
な
ら
ば
、
旧
料
金

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら
れ
ま

す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
課
 

・

国
民
年
金
係
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 

希
望
す
れ
ば
加
入
で
き
る
人

（
任意
加
入
）
 

保険料免除の手続きは早 
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一
般
分
譲
住
宅
の
購
入
者

を
募

集
 
ー

広
田
団

地
ー
 

川
 
柳
 
岩
木

吟
社
 

小
 
山
 

吉
 
朗

津
軽
衆

の
血
を
通
わ
せ
る
冬
の
酒
 

長
 
沢
 

天
 
僧

正
義
感
出
世
の
糸
を
切
っ
て
立
ち
 

斎
藤
し
げ
 

る

欺
さ
れ
る
事
に
慣
れ

て
る
不
倖
せ
 

成
 
田
 
一
 
策

浅
は
か
を

叱
り
に
里
の
母
が
来
る
 

山
 
谷
 
山
 

竿

空
っ
ぽ
に
な
れ
と
座
禅
は

叩
い
て
る
 

自
由
設
計
は
、
従
来
の
建
売

形
式
で
は
な
く
、
申
込
者
が
自

由
に
設
計
で

き
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
公
社
の
用
意
し
た
標
準
設
計
 

青
森
県
住

宅
供
給
公
社

で
は
、
昭
和

五
十
六
年
度

に
広
田
団
地

に
建
設
す
る

分
譲
住
宅
の

購
入
者
を
募

集
し
ま
す
。
 

住
宅
金
融

公
庫
融
資
つ

き
の
分
譲
住

宅
で
、
募
集

概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

ロ
受
付
期

間
 
四
月
一
一

十
四
日
（
金
）
 

か
ら
四
月
三

十
日

（
木
）
 

ま
で
 

親と子の信頼関係 

心のきずなを 

より強く育てよう 

5月5日は子どもの日 

型
か
ら
自
由
に

選
択
で
き
ま
す
。
 

ロ
お
間
合
わ

せ
 
県
住
宅
供

給
公
社
か
市
都

市
計
画
課
へ
 

青
森
県
住
宅

供
給
公
社

（
青

森
市
長
島
二
丁

月

一
番
二
号
、
 

呑
〇
一
七
七
⑩

一
六
二
五
番
）
 

よ、、 《
 

ス
ノ
 

ひ
 

S 

こ自由設計で登場ミ 

募集戸数 

面 	積 

譲渡予定価格 住宅金融公庫融資金 自己負担金 

土 	地 建 	物 

2 OiI 

n
ノ
］
  

!m
 

5
  

り
］
 0
  

6
 
4
  

77. 35m' 

刊り 
12, 110 

i 
14, 060 

千円 

6,500 

に
J
 
6
 
1
0

1
7
 

円
 

0
  

千
 

5
6
 

 

、
 

/
 

ロ
受
付
場
所
 
市
都
市
計
画

課
（
廿
⑩
二
一

一
一
番
・
内
線

一
一
三一
一
番）
 

ロ
引
渡
時
期
 
今
年
十

一
月

の
予
定
 

譲
渡
予
定
価
格
は
、
建
物
の

床
面
積
平
均
七
七

・
三
五
平
方

冒
で
計
算
し
た
概
算
額
で
あ
り
、
 

精
算
の
結
果
変
更
に
な
り
ま
す
。
 

(
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
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